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成
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京

地

方

裁

判

所

民

事

第

三

部
　
　

御
　

中

ヘ

ノ

準

備

書

面
　

（

一
　

）

第

一
　

輸

入

通

関

手

続

の

概

要

一
　

貨

物

の

輸

入

通

関

手

続

関

税

法

は

、

関

税

の

公

平

確

実

な

賦

課

徴

収

及

び

税

関

事

務

の

適

正

円

滑

な

処

理

を

図

る

た

め

貨

物

の

輸

入

を

税

関

長

の

許

可

に

係

ら

し

め

（

関

税

法

六

七

条

）

、

当

該

貨

物

に

係

る

関

税

・

内

国

消

費

税
　
　

２

が

納

付

さ

れ

た

こ

と

、

他

法

令

に

お

い

て

必

要

と

さ

れ

る

輸

入

の

許

可

・

承

認

等

を

受

け

て

い

る

こ

と

、

他

法

令

に

お

い

て

必

要

と

さ

れ

る

検

査

を

完

了

し

、

条

件

を

具

備

し

て

い

る

こ

と

、

原

産

地

を

偽

っ

た

表

示

等

が

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

等

を

税

関

長

が

事

前

に

確

認

し

な

け

れ

ば

輸

入

を

許

可

し

な

い

こ

と

と

し

（

関

税

法

七

〇

条

な

い

し

七

二

条

）

、

そ

の

た

め

必

要

と

さ

れ

る

通

関

手

続

に

つ

い

て

定

め

て

い

る

。
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ｌ

訟

一

般

的

な

輸

入

通

関

手

続

は

、

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

～
　

外

国

か

ら

我

が

国

に

到

着

し

た

貨

物

は

、

ま

ず

保

税

地

域

（

関

税

法

二

九

条

）

に

搬

入

さ

れ

（

関

税

法

三

〇

条

）

、

こ

れ

を

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

に

お

い

て

、

必

要

な

事

項

を

記

載

し

た

輸

人

申

告

書

（

関

税

法

六

七

条

、

同

法

施

行

令

五

九

条

）

、

仕

入

書

（

関

税

法

六

八

条

、

同

法

施

行

令

六

〇

条

）

、

他

法

令

に

よ

り

許

可

・

承

認

等

が

必

要

と

さ

れ

て

い

る

場

合

に

は

当

該

許

可

書

・

承

認

書

等

（

関

税

法

七

〇

条

一

項

）

、

他

法

令

に

よ

り

検

査

・

条

件

の

具

備

が

必

要

と

さ

れ

て

い

る

場

合

に

は

当

該

検

査

の

完

了

・・

条

件

の

具

備

を

証

明

す

る

書

面

（

関

税

法

七

〇

条

二

項

）

を

提
　
　

３

出

し

て

、

税

関

に

対

し

輸

入

申

告

を

行

う

（

関

税

法

六

七

条

、

六

七

条

の

二

）

。

そ

し

て

、

申

告

納

税

方

式

が

適

用

さ

れ

る

貨

物

（

関

税

法

六

条

の

二

第

一

項

一

号

）

を

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

ｊ

’
-
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／
　
　
　
　
　
　
　
　

税

関

長

に

対

し

、

当

該

貨

物

に

係

る

関

税

の

納

付

に

関

す

る

由
‐
告

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

右

申

告

は

、

右

輸

入

申

告

書

に

税

額

そ

の

他

必

要

な

事

項

を

記

載

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

れ

る

（

関

税

法

七

条

一

項

、

二

項

、

同

法

施

行

令

四

条

）

。

ま

た

、

内

国

消

費

税

が

課

せ

ら

れ

る

貨

物

の

場

合

の

内

国

消

費

税

の

納

付

に

関

す

る

申

告

に

つ

い

て

も

同

様

で

あ

る

「

酒

税

法

三

〇

条

の

三

１

－

」
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ｌ
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京
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務

局
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－

－
　
　
　

－

‐
　
　

―

‐

第

一

項

、

消

費

税

法

四

七

条

一

項

等

）

。

２
　

税

関

職

員

は

、

税

関

に

提

出

さ

れ

た

右

各

書

類

を

審

査

し

た

上

、

必

要

に

応

じ

、

当

該

貨

物

が

Ｉ

。
　
　
　
　
　
　
　

申

告

さ

れ

た

と

お

り

の

品

名

、

数

量

、

課

税

標

準

等

で

あ

る

か

ど

う

か

、

他

法

令

に

よ

っ

て

許

可

・

承

認

等

を

必

要

と

す

る

貨

物

で

な

い

か

ど

う

か

（

関

税

法

七

〇

条

一

項

）

、

他

法

令

に

よ

っ

て

検

査

・

条

件

の

具

備

を

必

要

と

す

る

貨

物

で

な

い

か

ど

う

か

（

同

条

二

項

）

、

原

産

地

を

偽

っ

た

表

示

又

は

誤

認

を

生

じ

さ

せ

る

表

示

が

さ

れ

て

い

な

い

か

ど

う

か

（

関

税

法

七

一

条

）

、

関

税

定

率
　
　

４

法

二

一

条

一

項

に

よ

り

輸

入

が

禁

止

さ

れ

て

い

る

物

品

が

含

ま

れ

て

い

な

い

か

ど

う

か

を

確

認

す

る

た

め

税

関

検

査

を

行

う

（

関

税

法

六

七

条

、

六

九

条

）

。

３
　

納

税

申

告

を

し

た

者

は

、

原

則

と

し

て

、

納

付

す

べ

き

税

額

に

相

当

す

る

関

税

を

当

該

貨

物

を

輸

入

す

る

日

ま

で

に

国

に

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

（

関

税

法

九

条

一

項

）

が

、

そ

の

納

付

手

続

は

、

そ

の

税

額

に

相

当

す

る

金

銭

に

納

付

書

を

添

え

て

日

本

銀

行

又

は

関

税

の

収

納

を

行

う

税

関

職

員

に

納

付

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

（

関

税

法

九

条

の

四

）

。

内

国

消

費

税

の

納

付

に

つ

い
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Ｃ

訟

て

も

ほ

ぼ

同

様

で

あ

る

（

国

税

通

則

法

三

四

条

一

項

、

酒

税

法

三

〇

条

の

五

第

一

項

、

消

費

税

法

五

〇

条

一

項

等

）

。

４
　

右

手

続

を

経

て

、

当

該

貨

物

に

つ

い

て

輸

入

の

許

可

の

要

件

が

充

足

さ

れ

て

い

る

と

認

め

ら

れ

、

か

つ

、

関

税

・

内

国

消

費

税

の

納

付

が

確

認

さ

れ

た

場

合

は

、

税

関

長

は

当

該

輸

入

申

告

を

許

可

し

（

関

税

法

七

〇

条

な

い

し

七

二

条

）

、

当

該

貨

物

を

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

に

対

し

輸

入

許

可

書

を

交

付

す

る

。

右

許

可

書

の

交

付

を

受

け

た

者

は

、

こ

れ

を

保

税

地

域

の

管

理

者

（

倉

庫

業

者

）

に

提

示

し

、

当

該

貨

物

を

引

き

取

る

こ

と

と

な

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５

な

お

、

保

税

地

域

か

ら

の

貨

物

の

引

取

り

に

当

た

っ

て

は

、

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

原

則

と

し

て

、

そ

の

旨

を

あ

ら

か

じ

め

税

関

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

ま

た

、

引

き

取

る

と

き

は

パ
ズ

～
　
　
　
　
　
　
　

税

関

職

員

の

立

会

い

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

＾
J
と

と

さ

れ

て

い

る

（

関

税

法

三

一

条

一

項

、

二

項

）

が

、

現

在

、

ほ

と

ん

ど

の

保

税

地

域

は

、

関

税

法

三

一

条

一

項

括

弧

書

き

所

定

の

税

関

長

の

指

定

を

受

け

、

い

わ

ゆ

る

自

主

管

理

が

行

わ

れ

て

い

る

の

で

、

右

届

出

及

び

立

会

い

は

、

そ

の

必

要

が

な

く

、

現

実

に

は

行

わ

れ

て

い

な

い

。
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東

京

法

務

局

５
　

税

関

検

査

の

結

果

、

当

該

貨

物

に

つ

い

て

輸

入

許

可

の

要

件

が

充

足

さ

れ

て

い

な

い

と

認

め

ら

れ

た

場

合

に

は

、

税

関

職

員

は

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

に

右

の

不

備

事

項

を

事

実

上

通

知

し

、

当

ヘ

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　

該

不

備

事

項

が

是

正

さ

れ

る

ま

で

税

関

検

査

を

続

行

す

る

。

当

該

貨

物

を

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

税

関

職

員

か

ら

事

実

上

通

知

さ

れ

た

不

備

事

項

を

是

正

す

る

か

、

又

は

、

当

該

輸

入

申

告

を

撤

回

し

て

当

該

貨

物

の

輸

入

を

断

念

し

、

当

該

貨

物

を

積

み

も

ど

す

か

、

廃

棄

す

る

（

関

税

法

三

四

条

）

か

を

自

主

的

に

選

択

す

る

こ

と

と

な

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６

二
　

輸

入

禁

制

品

の

取

扱

い

税

関

検

査

の

結

果

、

輸

入

禁

制

品

（

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

）

が

発

見

さ

れ

た

場

合

の

取

扱

い

は

、

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

―
　

税

関

検

査

の

結

果

、

輸

入

禁

制

品

が

発

見

さ

れ

た

場

合

、

税

関

長

は

、

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

一

号

、

二

号

及

び

四

号

に

掲

げ

る

輸

入

禁

制

品

に

つ

い

て

は

没

収

し

て

廃

棄

し

、

又

は

、

当

該

貨

物

を

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

に

そ

の

積

み

も

ど

し

を

命

じ

（

同

条

二

項

）

、

ま

た

、

同

条

一

項



Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

訟

三

号
に

掲

げ

る

輸

入

禁

制

品

（
以

下

「
三

号
物

品

」

と

い

う

。
）

に

つ

い
て

は

そ

の

旨

を

通

知

す

る

（
同

条

三
項

）

。

な
お

、

右

手

続
に

先

立

っ
て

、

税

関
職

員

は
、

輸

入
し

よ

う

と

す

る
者

が

任

意

に
当

該

貨

物

を

積

み

も

ど

す

こ

と

を

期

待
し

て

、

輸

入
し

よ

う

と

す

る

者

に

輸

入

禁

制

品
で

あ

る

こ

と

を

事

実

上

通

知

す

る

こ

と

が

あ

る

。

輸

入

禁

制

品

は

関

税

定

率

法
二

一

条

一
項

の

規
定

に

よ

り
法

律
上

当

然

に

輸

入

を

禁

止
さ

れ

て

い
る

も

の

で

あ

る
か

ら

、

当

該

輸

入

禁

制

品

に

つ
き

、

通

関

手

続

は
以

後

進

行

し

な

い

。

三

号

物

品

に
つ

い
て

は

、

そ
の

後

の

処

理

は

輸

入

し

よ

う

と

し

た

者

の

自

主

的

判

断

（
具

体

的

該

当

箇

所
　
　

７

の

修
正

又

は

当

該

貨

物

の

所

有

権

の

任

意

放

棄

又

は

積

み

も

ど

し

等

）

に

任

さ

れ

る

プ
」
と
と

な

る
。

関

税

定

率

法

二

一
条

三
項

の

税

関

長

の

通

知

に

対

し

不

服

か

お

る

場

合

に

は

、

当

該

貨

物

を

輸

入

し

よ

う

と

す

る
者

は

、

税

関

長

に

対

す

る
異

議

申

立

て

（
関

税

法

八

九

条

一
項

）

、

大

蔵
大

臣

に
対

す

る
審

査

請
求

（
行

政

不

服

審

査

法

五

条

、

関

税

法

九

一

条

、

九

二

条
）

及

び

行

政

事
件

訴

訟

法

に

よ

る
抗

告
訴

訟

（
関
税

法

九

三

条
）

の

提

起

を

す

る
こ

と

が

で

き

る
。

２
　

税

関

検

査

は

、

検

査

の

主
た

る

目
的

が
関

税

等

の

徴

収

に

あ

り

、

そ

の

た

め

に

必
要

と

さ

れ

る

1
1
1
　
1
1
1

」

・－
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
―－
　
　
　
　
　
　
－
－－‐－ｌｒＩｒ－
1
1
1
－
　
　
　－
―
――－

ｌｌ。

東

京

法

務

局

－

１

１

－
‐
　
　
　
　

―
　
　
　
　
　
　
　

－

－

・
　
　

‐
－

貨

物
検

査
で

あ

る

か

ら

、

貨
物

検
査

そ

の

も
の

の

性

格

上

、

貨

物

の

外

観
、

性

状

等

の

物

理

的

状

態

に
着

目
し

た

検

査

と

な

る
も

の

で

あ

り

、
原

則
的

に

は
前

記

の

よ

う

な
貨

物

自

体

の

物

理
的

状

う

ノ

態

に
着

目

し
て

そ
の

検

査

事
項

が
判

断

さ

れ
て

い

る
の

で

あ
っ

て

、

輸

入
禁

制

品

が

含

ま

れ
て

い

な

い

か
ど

う
か

の

確

認

も
当

該

貨
物

の

右
の

よ

う

な

即

物

的
な

観

点

だ

け

か
ら

判

断

さ

れ
て

い

る

。

し

た

が

っ
て

、

わ

い
せ

つ

物
品

に

つ

い
て

も
即

物

的

な

観

点
だ

け

か
ら

判

断

さ

れ
て

い

る

の
で

、

文

字

の

み

に
よ

る

表

現

物

に

つ

い
て

は

、

わ

い
せ

つ
物

品
で

な

い

か
ど

う

か
の

確

認

の

対

象

と

さ
　
　

８

れ
て

い

な

い

。

第

二
　

税
関

規

制

が
憲

法

二

一

条
二

項

前

段

の

「
検
閲

」

に

該
当

す

る

と

の
主

張

に

つ

い
て

原

告

は
、

現
行

の

税

関
規

制

は
、

輸

入
出

版

物
に

つ
い
て

、

税
関

当

局
に

、

表

現
内

容

に

つ

い
て

強

制

的

に

検

査

し

、

そ

の
国

内

に

お
け

る
公

表

を

禁

止

す

る
権

限

を
付

与

す

る

も

の
で

あ

り

、

公

権
力

に

よ

る
表

現
の

事

前
抑

制

を

認

め
て

い

る

と

い

う

点
で

憲
法

二

一

条
二

項

前

段

が

公

共

の

福

祉

に

よ

る

例

外

を

認

め

ず

絶
対

的

に

禁

止

し

て

い

る

「
検

閲

」
に

該
当

す

る

と
主

張

す

る

が

、

税

関

規

制

（
関

税

法
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Ｉ

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

訟

六

七

条

、

七

六

条

等

に

よ

り

、

輸

入

貨

物

に

つ

い

て

税

関

検

査

を

し

、

そ

の

過

程

で

当

該

貨

物

が

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

の

物

品

に

該

当

す

る

と

認

め

ら

れ

た

場

合

に

、

税

関

長

が

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

に

そ

の

旨

を

通

知

す

る

こ

と

。

以

下

同

じ

。

）

は

、

次

に

述

べ

る

と

お

り

、

憲

法

二

一

条

二

項

前

段

に

い

う

検

閲

に

該

当

す

る

も

の

で

は

な

い

。

一
　

憲

法

二

一

条

二

項

前

段

が

規

定

す

る

検

閲

の

概

念

に

つ

い

て

は

、

輸

入

郵

便

物

が

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

所

定

の

「

風

俗

を

害

す

べ

き

・

・

・

・

・

物

品

」

に

該

当

す

る

旨

の

税

関

支

署

長

（

税

関

長

か

ら

委

任

を

受

け

た

者

）

辺

通

知

等

の

取

消

を

求

め

る

行

政

事

件

に

お

い

て

、

最

高

裁

昭
　
　

９

和

五

九

年

二

一
月

二

一
日

大

法

廷

判

決

（

昭

和

五

七

年

（

行

ッ

）

第

一

五

六

号

・

民

集

三

八

巻

一

二

号

一

三

〇

八

ペ

ー

ジ

）

が

、

憲

法

二

一

条

二

項

前

段

が

特

に

検

閲

の

禁

止

に

つ

い

て

規

定

を

設

け

た

溥

な
ぐ
　
　
　
　
　
　

沿

革

と

し

て

、

諸

外

国

に

お

い

て

表

現

を

事

前

に

規

制

す

る

検

閲

の

制

度

に

よ

り

思

想

表

現

の

自

由

が

著

し

く

制

限

さ

れ

た

と

い

う

歴

史

的

経

験

、

及

び

、

わ

が

国

に

お

け

る

旧

憲

法

下

の

出

版

法

、

新

聞

紙

法

に

よ

る

実

質

的

検

閲

や

映

画

法

に

よ

る

典

型

的

検

閲

等

、

思

想

の

自

由

な

発

表

、

交

流

が

妨

げ

ら

れ

る

に

至

っ

た

経

験

に

言

及

し

た

上

、

「

憲

法

二

Ｉ

条

二

項

に

い

う

「

検

閲

」

と

は

、

行

政

権

－
　
　

ｌ
　

ｌ

－
　

‐

東

京

法

務

局

－

１

１

－

・
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
　
　
　
　

－

－

が

主

体

と

な

っ

て

、

思

想

内

容

等

の

表

現

物

を

対

象

と

し

、

そ

の

全

部

又

は

一

部

の

発

表

の

禁

止

を

目

的

と

し

て

、

対

象

と

さ

れ

る

一

定

の

表

現

物

に

つ

き

網

羅

的

一

般

的

に

、

発

表

前

に

そ

の

内

容

を

ト
　
　
　
　
　
　
　

審

査

し

た

上

、

不

適

当

と

認

め

る

も

の

の

発

表

を

禁

止

す

る

こ

と

を

、

そ

の

特

質

と

し

て

備

え

る

も

の

を

指

す

と

解

す

べ

き

で

あ

る

。

」

と

判

示

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

二
　

税

関

規

制

は

、

次

に

述

べ

る

と

お

り

、

右

最

高

裁

大

法

廷

判

決

が

判

示

し

た

検

閲

の

要

件

を

具

備

せ

ず

、

憲

法

二

Ｉ

条

二

項

前

段

に

い

う

検

閲

に

は

該

当

し

な

い

も

の

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。
　
　
　
　
　
1
0

1
　

通

関

手

続

は

、

関

税

の

公

平

確

実

な

賦

課

徴

収

及

び

税

関

事

務

の

適

正

円

滑

な

処

理

を

図

る

た

め

、

貨

物

の

輸

出

入

の

際

に

必

要

な

規

制

等

を

行

う

手

続

で

あ

る

（

関

税

法

一

条

）

。

こ

の

手

続

は

、

必

要

な

規

制

等

の

権

限

が

最

終

的

に

税

関

と

い

う

一

つ

の

行

政

機

関

に

集

約

さ

れ

て

い

る

と

い

う

意

味

に

お

い

て

二

冗

的

で

あ

り

、

あ

ら

ゆ

る

種

類

の

輸

出

入

貨

物

が

そ

の

対

象

と

な

る

と

い

う

意

味

に

お

い

て

包

括

的

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

我

が

国

に

輸

入

さ

れ

る

貨

物

は

、

す

べ

て

通

関

手

続

を

経

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、



一
’
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　

｀

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訟

そ

の

過

程

で

必

要

な

税

関

検

査

を

受

け

る

（
関

税

法

六

七

条

、

七

六

４
　
）

。

こ

の

税

関

検

査

は

、

主

と

し

て

関

税

等

の

徴

収

を

目

的

と

し

て

、

申

告

納

税

方

式

に

よ

り

関

税

を

課

す

る

貨

物

に

あ

っ

て

は

、

納

税

申

告

に

係

る

課

税

標

準

、

税

額

等

が

適

正

で

あ

る

か

ど

う

か

を

確

認

す

る

た

め

に

、

賦

課

課

税

方

式

に

よ

り

関

税

を

課

す

る

貨

物

に

あ

っ

て

は

、

関

税

賦

課

の

基

礎

と

な

る

べ

き

課

税

標

準

又

は

税

率

を

決

定

す

る

た

め

に

、

輸

入

貨

物

の

外

観

、

性

状

等

の

物

理

的

状

態

、・

数

量

、

価

格

等

の

検

査

を

行

う

の

で

あ

っ

て

、

貨

物

自

体

に

思

想

内

容

等

の

表

現

を

含

み

得

る

か

ど

う

か

、

あ

る
・い

は

、

そ

の

思

想

内

容

等

の

表

現

が

好

ま

し

い

か

ど

う

か

と

い

っ

た

こ

と

と

は

全

く

無

関

係
　
　

Ｈ

に

行

わ

れ

る

も

の

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

税

関

規

制

は

、

関

税

の

公

平

確

実

な

賦

課

徴

収

及

び

税

関

事

務

の

適

正

円

滑

な

処

理

を

目

的

と

す

る

手

続

で

あ

っ

て

、

我

が

国

に

と

っ

て

好

ま

し

く

な

／
｝ｙ
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い

と

考

え

ら

れ

る

思

想

内

容

等

の

流

入

の

抑

制

を

目

的

と

す

る

制

度

で

は

な

い

。

２
　

右

に

見

た

よ

う

に

、

税

関

規

制

は

関

税

の

公

平

確

実

な

賦

課

徴

収

及

び

税

関

事

務

の

適

正

円

滑

な

処

理

を

目

的

と

す

る

手

続

で

あ

り

、

こ

の

こ

と

は

書

籍

、

図

画

、

彫

刻

物

等

の

思

想

内

容

等

の

表

現

を

含

み

得

る

貨

物

に

関

し

て

も

異

な

る

と

こ

ろ

は

な

い

。

そ

し

て

、

注

意

す

べ

き

こ

と

は

、

ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
－

東

京

法

務

局

■
1
1
1」

－

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１１
　
　
　
　

ｉ－Ｉ－
１
　
　
　
　
　
　
　１１－
Ｉ
Ｉ－
ｊ－
　
　

―－

－

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

は

貨

物

に

含

ま

れ

る

思

想

内

容

等

の

表

現

を

基

準

と

し

て

輸

入

禁

制

品

を

定

め

て

い

る

も

の

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

書

籍

、

図

画

、

彫

刻

物

等

の

物

品

も

、

４
／
　
　
　
　
　
　
　
　

物

品

で

あ

る

か

ら

に

は

、

そ

の

内

容

が

思

想

内

容

等

を

表

現

す

る

も

の

か

ど

う

か

と

い

う

こ

と

と

へ
　

・・ｙ

は

別

に

、

危

険

な

物

、

わ

い

せ

つ

な

物

で

あ

る

な

ど

物

晶

と

し

て

の

性

状

を

有

す

る

。

こ

の

両

者

の

区

別

は

、

観

念

的

な

も

の

で

は

な

く

、

実

際

に

可

能

で

あ

り

、

現

実

の

社

会

生

活

に

お

い

て

も

両

者

の

区

別

は

意

識

的

、

無

意

識

的

に

さ

れ

て

い

る

。

例

え

ば

、

世

界

平

和

に

関

す

る

あ

る

思

想
　
　
1
2

を

表

現

し

た

彫

刻

物

は

、

思

想

内

容

の

表

現

物

で

あ

る

と

い

え

る

が

、

他

面

、

そ

の

材

質

、

形

状

、

手

触

り

等

物

品

自

体

の

性

状

に

着

目

す

る

と

き

は

、

そ

の

彫

刻

物

を

そ

れ

に

よ

っ

て

表

現

し

よ

う

と

す

る

思

想

内

容

か

ら

切

り

離

さ

れ

た

一

個

の

物

品

と

し

て

と

ら

え

る

こ

と

が

可

能

で

あ

り

、

そ

の

彫

刻

物

が

不

安

定

な

形

状

を

し

て

い

る

た

め

観

覧

者

等

に

危

険

が

あ

る

と

い

う

場

合

、

そ

れ

に

対

し

て

何

ら

か

の

措

置

を

採

ら

ざ

る

を

得

な

い

が

、

そ

れ

は

そ

の

彫

刻

物

を

一

個

の

物

品

と

し

て

と

ら

え

る

と

こ

ろ

か

ら

さ

れ

る

措

置

で

あ

る

。

こ

の

場

合

、

そ

の

措

置

を

も

っ

て

思

想

内

容

等

の



一
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　

一

！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

訟

表

現

に

対

す

る

制

約

で

あ

る

と

し

て

非

難

す

る

者

は

い

な

い

で

あ

ろ

う

。

同

様

に

、

例

え

ば

、

わ

い

せ

つ

物

た

る

書

籍

等

に

つ

い

て

も

、

書

籍

等

に

含

ま

れ

て

い

る

思

想

内

容

等

と

、

そ

れ

と

は

切

り

離

さ

れ

た

一

個

の

物

品

の

性

状

と

し

て

の

わ

い

せ

つ

性

と

を

区

別

し

て

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

っ

て

、

こ

の

こ

と

は

、

芸

術

性

・

思

想

性

と

わ

い

せ

つ

性

と

は

、

次

元

を

異

に

す

る

評

価

で

あ

る

と

す

る

一

連

の

最

高

裁

判

決

（

最

高

裁

昭

和

三

二

年

三

月

コ

二

日

大

法

廷

判

決

・

刑

集

一

一

巻

三

号

九

九

七

ペ

ー

ジ

、

同

昭

和

四

四

年

一

〇

月

一

五

日

大

法

廷

判

決

・

判

例

時

報

五

六

九

号

三

ペ

ー

ジ

）

の

説

示

と

軌

を

一

に

す

る

も

の

で

あ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

こ

の

よ

う

に

、

貨

物

が

思

想

内

容

等

の

表

現

を

含

む

物

品

で

あ

る

場

合

に

、

当

該

思

想

内

容

等

”
　
　
　
　
　
　
　

と

物

品

自

体

の

性

状

と

を

分

け

て

把

握

す

る

こ

と

は

十

分

可

能

で

あ

り

、

関

税

定

率

法

一
二

条

一

項

三

号

も

こ

の

こ

と

を

前

提

と

し

て

、

専

ら

輸

入

貨

物

の

物

品

自

体

の

性

状

の

面

に

着

目

し

て

「

公

安

又

は

風

俗

を

害

す

べ

き

」

物

品

を

輸

入

禁

制

品

と

定

め

て

い

る

の

で

あ

る

。

も

っ

と

も

、

輸

入

貨

物

に

対

す

る

税

関

検

査

の

過

程

に

お

い

て

当

該

貨

物

が

三

号

物

品

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

た

た

め

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

が

当

該

貨

物

の

輸

入

を

断

念

し

、

そ

の

結

果

と

し

て

当

該

貨

物

に

含

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

・
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
　
　
　
　
I
l
　
　
l
l・ＩＩ
　
　
　
　
　―
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1

－

Ｉ

Ｅ－－
－－
１１

－

東

京

法

務

局

－
1
1
1
1
j
－

」

・
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

Ｉ

－

Ｉｌ

ｌ

－
１
　
　

１

１

１

・
　

―
1
1
1
1

」

・

～

ま

れ

て

い

た

思

想

内

容

等

が

輸

入

し

よ

う

と

し

た

者

等

に

伝

達

さ

れ

な

い

と

い

う

こ

と

は

あ

り

得

る

。

し

か

し

、

税

関

規

制

は

、

右

に

述

べ

た

よ

う

に

思

想

内

容

等

の

伝

達

を

規

制

し

よ

う

と

す

る

ヘ

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　

も

の

で

は

な

く

、

当

該

貨

物

の

物

品

自

体

の

性

状

の

側

面

か

ら

輸

入

行

為

を

規

制

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

仮

に

そ

の

た

め

に

当

該

貨

物

に

含

ま

れ

て

い

る

思

想

内

容

等

の

伝

達

に

関

し

何

ら

か

の

制

約

が

生

ず

る

結

果

と

な

っ

た

と

し

て

も

、

そ

れ

は

あ

く

ま

で

も

右

規

制

に

伴

う

や

む

を

得

な

い

付

随

的

な

結

果

に

す

ぎ

な

い

の

で

あ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

3
　

関

税

定

率

法

二

一

条

三

項

の

税

関

長

の

通

知

（

以

下

「

該

当

通

知

」

と

い

う

。

）

は

、

当

該

貨

物

が

三

号

物

品

に

該

当

す

る

と

認

め

る

旨

の

税

関

長

の

判

断

の

結

果

を

輸

入

者

に

知

ら

せ

、

当

該

貨

物

に

つ

い

て

の

自

主

的

な

善

処

を

期

待

し

て

な

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

一

方

、

当

該

貨

物

を

適

法

に

輸

入

す

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

る

と

い

う

法

律

上

の

効

果

を

及

ぼ

す

も

の

で

あ

る

と

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

こ

こ

に

い

う

法

律

上

の

効

果

と

は

、

直

接

輸

入

を

禁

止

す

る

効

果

そ

の

も

の

で

は

な

い

。

輸

入

禁

止

の

効

果

は

輸

入

禁

制

品

の

輸

入

を

禁

止

し

た

実

体

規

定

（

関

税

定

率

法

二

一

条



ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

訟

一
項
）
に
よ
っ
て
当
然
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
通
知
の
有
無
は
関
税
法
一

○
九
条
の
輸
入
禁
制
品
輸
入
罪
の
成
否
に
何
ら
関
係
な
い
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
そ

の
貨
物
を
適
法
に
輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
し
て
も
、
当
該
貨
物
に
含
ま
れ
て
い
た
思

想
内
容
等
は
、
一
般
に
、
国
外
に
お
い
て
既
に
表
現
の
機
会
を
得
て
発
表
済
み
の
も
の
と
認
め
ら

れ
る
し
、
右
の
と
お
り
、
該
当
通
知
が
な
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
当
該
貨
物
の
没
収
、
廃
棄
と

は
異
な
り
、
当
該
貨
物
自
体
な
い
し
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
思
想
内
容
等
そ
の
も
の
が
滅
失
消
去

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

加
え
て
、
該
当
通
知
に
示
さ
れ
た
税
関
長
の
判
断
は
、
不
可
争
的
な
最
終
的
な
も
の
と
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
前
述
の
と
お
り
、
最
終
的
に
は
司
法
機
関
の
判
定
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
か

ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　

制
度
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
・

三
　
前
掲
最
高
裁
昭
和
五
九
年

二
一
月
一
二
日
大
法
廷
判
決
も
、
税
関
規
制
が
検
閲
に
該
当
す
る
か
否

か
に
つ
き
（

二

）
税
関
検
査
の
結
果
、
輸
入
申
告
に
か
か
る
書
籍
、
図
画
そ
の
他
の
物
品
や
輸
入

さ
れ
る
郵
便
物
中
に
あ
る
信
書
以
外
の
物
に
つ
き
、
そ
れ
が
三
号
物
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
の
に

１
・
１

１

１－
１－－
1
1
1
1

トＥド・ｉ

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉｌ

窺

・

京

法

務

局

相
当
の
理
由
が
あ
る
と
し
て
税
関
長
よ
り
そ
の
旨
の
通
知
が
さ
れ
た
と
き
は
、
以
後
こ
れ
を
適
法
に

輸
入
す
る
途
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
当
該
表
現
物
に
表
さ
れ

た
思
想
内
容
等
は
、
わ
が
国
内
に
お
い
て
は
発
表
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
表
現

、一
ノ
　
　
　
　
　
　
　

の
自
由
の
保
障
は
、
他
面
に
お
い
て
、
こ
れ
を
受
け
る
者
の
側
の
知
る
白
由
の
保
障
を
も
伴
う
も
の

と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
（
最
高
裁
昭
和
四
四
年
（
し
）
第
六
八
号
同
年
一
一
月
二
六
日
大
法
廷
決
定
・

刑
集
二
三
巻
一
一
号
一
四
九
〇
頁
、
同
昭
和
五
二
年
（
オ
）
第
九
二
七
号
同
五
八
年
六
月
二
二
日
大
　
　
1
6

法
廷
判
決
・
民
集
三
七
巻
五
号
七
九
三
頁
参
照
）
、
税
関
長
の
右
処
分
に
よ
り
、
わ
が
国
内
に
お
い

て
は
、
当
該
表
現
物
に
表
さ
れ
た
思
想
内
容
等
に
接
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
、
右
の
知
る
自
由
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、
税
関
検
査
が
表
現
の
事
前
規
制
た
る
側
面
を
有
す

る
＾
]と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
輸
入
が
禁
止
さ
れ
る
表
現
物
は
、

一
般
に
、
国
外
に
お
い
て
は
既
に
発
表
済
み
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
輸
入
を
禁
止
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
れ
は
、
当
該
表
現
物
に
つ
き
、
事
前
に
発
表
そ
の
も
の
を
一
切
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で



１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訟

は

な

い
・

ま

た

ヽ

当

該

表

現

物

は

、

輸

入

が

禁

止

さ

れ

る

だ

け

で

あ

ひ

て

、

税

関

に

よ

り

没

収

、

廃

棄

さ

れ

る

わ

け

で

は

な

い

か

ら

、

発

表

の

機

会

が

全

面

的

に

奪

わ

れ

て

し

ま

う

と

い

う

わ

け

の

も

の

で

も

な

い

。

そ

の

意

味

に

お

い

て

、

税

関

検

査

は

、

事

前

規

制

そ

の

も

の

と

い

う

こ

と

は

で

き

な

い

。

Ｔ

一
）

税

関

検

査

は

、

関

税

徴

収

手

続

の

一

環

と

し

て

、

こ

れ

に

付

随

し

て

行

わ

れ

る

も

の

で

、

思

想

内

容

等

の

表

現

物

に

限

ら

ず

、

広

く

輸

入

さ

れ

る

貨

物

及

び

輸

入

さ

れ

る

郵

便

物

中

の

信

書

以

外

の

物

の

全

般

を

対

象

と

し

、

三

号

物

件

に

つ

い

て

も

、

右

の

よ

う

な

付

随

的

手

続

の

中

で

容

易

に

判

定

し

得

る

限

り

に

お

い

て

審

査

し

よ

う

と

す

る

も

の

に

す

ぎ

ず

、

思

想

内

容

等

そ

れ

自

体

を

網

羅

的
　
　

□

に

審

査

し

規

制

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

も

の

で

は

な

い

。

（

三

）

税

関

検

査

は

行

政

権

に

よ

っ

て

に
～
　
　
　
　
　
　
　

行

わ

れ

る

と

は

い

え

ヽ

そ

の

主

体

と

な

る

税

関

は

ヽ

関

税

の

確

定

及

び

徴

収

を

本

来

の

職

務

内

容

と

す

る

機

関

で

あ

っ

て

、

特

に

思

想

内

容

等

を

対

象

と

し

て

こ

れ

か
・・
規

制

す

る

こ

と

を

独

自

の

使

命

と

・
。
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
｀

す

る

も

の

で

は

な

く

、

ま

た

、

前

述

の

よ

う

に

、

思

想

内

容

等

皿

表

現

物

に

つ

き

珊

関

長

の

通

知

が

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　。
　
　
　
　
・

さ

れ

た

と

き

は

司

法

審

査

の

機

会

が

与

え

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

っ

て

、

行

政

権

の

判

断

が

最

終

的

な

も

の

と

さ

れ

る

わ

け

で

は

な

い

。

以

上

の

諸

点

を

総

合

し

て

考

察

す

る

と

、

三

号

物

件

に

関

す

る

税

ｉ

ｌ
　
　
　

ｌ

ｌ
　

－
　

－

１

１
　

１

東

京

法

務

局

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＩＩ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
１

関

検

査

は

、

憲

法

二

Ｉ

条

二

項

に

い

う

「

検

閲

」

に

当

た

ら

な

い

も

の

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

な

お

、

憲

法

上

検

閲

を

禁

止

す

る

旨

の

規

定

が

置

か

れ

て

い

る

国

を

含

め

、

諸

外

国

に

お

い

て

、

一

定

の

表

う
　
　
　
　
　
　

現

物

に

関

す

る

税

関

検

査

が

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

も

、

右

の

結

論

と

照

応

す

る

も

の

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

」

と

判

示

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

右

判

断

は

正

当

な

も

の

と

し

て

是

認

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

第

三
　

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

の

規

定

に

い

う

「

公

安

又

は

風

俗

を

害

す

べ

き

」

と

の

文

言

は

不

明

確

で

あ

り

、

右

規

定

は

、

表

現

の

自

由

を

保

障

す

る

憲

法

二

一

条

一

項

に

違

反

し

、

文

面

上

無

効
　
　
1
8

で

あ

る

と

の

主

張

に

つ

い

て

原

告

は

、

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

の

「

風

俗

を

害

す

べ

き

」

と

の

文

言

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

を

「

狼

痕

な

書

籍

、

図

画

等

」

と

解

す

る

と

し

て

も

（

前

掲

最

高

裁

昭

和

五

九

年

コ

ー
月

一

二

日

大

法

廷

判

決

引

用

）

、

そ

の

「

蔡

嚢

」

が

何

を

意

味

す

る

の

か

も

不

明

確

で

あ

る

か

ら

、

右

規

定

は

、

不

明

確

の

故

に

、

憲

法

二

一

条

一

項

に

反

し

、

文

面

上

無

効

と

解

す

べ

き

で

あ

る

か

ら

、

右

規

定

を

根

拠

と

し

て

行

わ

れ

た

本

件

通

知

も

当

然

に

違

憲

・

違

法

で

あ

る

と

主

張

す

る

。

し

か

し

、

そ

も

そ



く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！

訟

も
関
税
定
率
法
二
一
条
一
項
三
号
が
制
限
し
て
い
る
輸
入
行
為
は
憲
法
二
一
条
一
項
が
保
障
の
対
象

と
す
る
「
表
現
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
、
関
税
定
率
法
二
一
条
一
項
三
号
の
「
風
俗

を
害
す
べ
き
」
と
の
文
言
は
不
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
右
規
定
が
憲
法
二
一
条
一
項
に

違
反
す
る
こ
と
は
な
い
。

一
　
憲
法
二
一
条
一
項
が
保
障
の
対
象
と
し
て
い
る
「
表
現
」
は
思
想
内
容
等
を
公
表
す
る
行
為
で

あ
る
が
、
関
税
定
率
法
二
一
条
一
項
三
号
が
制
限
し
て
い
る
行
為
は
貨
物
の
輸
入
で
あ
っ
て
、
輸

入
行
為
と
は
外
国
か
ら
我
が
国
に
到
着
し
た
貨
物
を
引
き
取
る
こ
と
で
あ
る
（
関
税
法
二
条
一
項
　
　
1
9

一
号
）
か
ら
、
そ
こ
に
思
想
内
容
等
を
公
表
す
る
行
為
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
す
な

わ
ち
、
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
、
仮
に
、
当
該
貨
物
が
外
国
に
お
け
る
何
人
か
の
思
想
内
容
等
を

ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　

表
現
し
た
も
の
を
含
ん
で
い
て
も
、
あ
る
い
は
、
外
国
に
あ
る
表
現
を
摂
取
す
る
目
的
を
有
し
て

ぜ

い
て
も
、
輸
入
行
為
自
体
が
、
憲
法
一一
一
条
一
項
が
保
障
す
る
「
表
現
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

二
Ｉ
　
一
般
に
法
規
は
、
規
定
の
文
言
の
表
現
力
に
限
界
か
お
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
性
質
上
多

―
　
　
　
　

―

東

京

法

務

局

か
れ
少
な
か
れ
抽
象
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
輸
入
禁
制
品
を
定
め
る
場
合
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
輸
入
禁
制
品
で
あ
る
か
ど
う
か
を
そ
の
根
拠
法
規
か
ら
識
別
す
る
に

へ
Ｉプ

は
合
理
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
輸
入
禁
制
品
を
定
め
る
根
拠
法
規
が
不
明
確
ゆ

え
に
税
関
規
制
が
憲
法
二
一
条
一
項
に
違
反
す
る
と
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
通
常
の
判
断

能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
お
い
て
、
具
体
的
に
当
該
貨
物
が
そ
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
基
準
が
読
み
と
れ
る
か
ど
う
か
　
　
2
0

に
よ
り
、
こ
れ
を
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
五
〇
年
九
月
一
〇
日
大
法
廷
判
決
・

刑
集
二
九
巻
八
号
四
八
九
ペ
ー
ジ
・
前
掲
最
高
裁
昭
和
五
九
年
コ

ー月
一
二
日
大
法
廷
判
決
）
。

２
　
右
を
前
提
と
し
て
、
関
税
定
率
法
二
一
条
一
項
三
号
の
解
釈
に
つ
き
、
前
掲
最
高
裁
昭
和
五

九
年
二
一
月
コ

ー日
大
法
廷
判
決
は
、
「
（
こ

同
法
二
一
条
一
項
三
号
は
、
輸
入
を
禁
止
す

べ
き
物
品
と
し
て
、
「
風
俗
を
害
す
べ
き
書
籍
、
図
画
」
等
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
の
う
ち
、

「
風
俗
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
の
意
味
内
容
は
、
性
的
風
俗
、
社
会
的
風
俗
、
宗
教
的
風
俗
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一
　
　
　
　
Ｓ

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

訟

等

多

義

に

わ

た

り

、

そ

の

文

言

自

体

か

ら

直

ち

に

一

義

的

に

明

ら

か

で

あ

る

と

い

え

な

い

こ

と

は

所

論

の

と

お

り

で

あ

る

が

、

お

よ

そ

法

的

規

制

の

対

象

と

し

て

「

風

俗

を

害

す

べ

き

書

籍

、

図

画

」

等

と

い

う

と

き

は

、

性

的

風

俗

を

害

す

べ

き

も

の

、

す

な

わ

ち

狼

嚢

な

書

籍

、

図

画

等

を

意

味

す

る

も

の

と

解

す

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

っ

て

、

こ

の

間

の

消

息

は

、

旧

刑

法

（

明

治

コ

二

年

太

政

官

布

告

第

三

六

号

）

が

「

風

俗

ヲ

害

ス

ル

罪

」

の

章

の

中

に

書

籍

、

図

画

等

の

表

現

物

に

関

す

る

罪

と

し

て

狼

嚢

物

公

然

陳

列

と

同

販

売

の

罪

の

み

を

規

定

し

、

ま

た

、

現

行

刑

法

上

、

表

現

物

で

風

俗

を

害

す

べ

き

も

の

と

し

て

規

制

の

対

象

と

さ

れ

る

の

は

｝
七

五

条

の
　
　
2
1

狼

嚢

文

書

、

図

画

等

の

み

で

あ

る

こ

と

に

よ

っ

て

も

窺

う

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

関

税

定

率

法

二

Ｉ

条

一

項

三

号

に

い

う

「

風

俗

を

害

す

べ

き

書

籍

、

図

画

」

等

と

の

規

ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定

を

合

理

的

に

解

釈

す

れ

ば

、

右

に

い

う

「

風

俗

」

と

は

専

ら

性

的

風

俗

を

意

味

し

、

右

規

定

ブ
ｙ

に

よ

り

輸

入

禁

止

の

対

象

と

さ

れ

る

の

は

狼

豪

な

書

籍

、

図

画

等

に

限

ら

れ

る

も

の

と

い

う

こ

と

が

で

き

、

こ

の

よ

う

な

限

定

的

な

解

釈

が

可

能

で

あ

る

以

上

、

右

規

定

は

、

何

ら

明

確

性

に

欠

け

る

も

の

で

は

な

く

、

憲

法

二

一

条

一

項

の

規

定

に

反

し

な

い

合

憲

的

な

も

の

と

い

う

べ

き

・－

＝Ｊ

東

京

法

務

局

で

あ

る

。

・

・

・

・

・
　
（

四

）

こ

れ

を

本

件

に

つ

い

て

み

る

の

に

、

狼

豪

表

現

物

の

輸

入

を

禁

止

す

る

こ

と

に

よ

る

表

現

の

自

由

の

制

限

が

憲

法

二

一

条

一

項

の

規

定

に

違

反

す

る

も

の

で

な

へ

・
　
　
　
　
　
　
　

い

こ

と

は

、

前

述

し

た

と

お

り

で

あ

っ

て

、

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

の

「

風

俗

を

害

す

べ

き

書

籍

、

図

画

」

等

を

猿

豪

な

書

籍

、

図

画

等

の

み

を

指

す

も

の

と

限

定

的

に

解

釈

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

合

憲

的

に

規

制

し

得

る

も

の

の

み

が

そ

の

対

象

と

な

る

こ

と

が

明

ら

か

に

さ

れ

た

も

の

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

右

規

定

に

お

い

て

「

風

俗

を

害

す

べ

き

書

籍

、

図

画

」
　
2
2

と

あ

る

文

言

が

専

ら

狽

嚢

な

書

籍

、

図

画

を

意

味

す

る

こ

と

は

、

現

在

の

社

会

事

情

の

下

に

お

い

て

、

わ

が

国

内

に

お

け

る

社

会

通

念

に

合

致

す

る

も

の

と

い

っ

て

妨

げ

な

い

。

そ

し

て

、

狼

豪

性

の

概

念

は

刑

法

一

七

五

条

の

規

定

の

解

釈

に

関

す

る

判

例

の

蓄

積

に

よ

り

明

確

化

さ

れ

て

お

り

、

規

制

の

対

象

と

な

る

も

の

と

そ

う

で

な

い

も

の

と

の

区

別

の

基

準

に

つ

き

、

明

確

性

の

要

請

に

欠

け

る

と

こ

ろ

は

な

く

、

前

記

三

号

の

規

定

を

右

の

よ

う

に

限

定

的

に

解

釈

す

れ

ば

、

憲

法

上

保

護

に

値

す

る

表

現

行

為

を

し

よ

う

と

す

る

者

を

萎

縮

さ

せ

、

表

現

の

自

由

を

不

当

に



１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

訟

制
限
す
る
結
果
を
招
来
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
判
示
し
て
い

る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
判
断
は
正
当
な
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、

「
風
俗
を
害
す
べ
き
」
と
い
う
文
言
は
、
わ
い
せ
つ
物
品
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
場
合

で
も
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
お
い
て
、
輸
入
禁
制
品
該
当
の
当
否
を

判
定
す
る
基
準
と
し
て
、
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
到
底
で
き
ず
、
原
告
の
主
張
は
失
当

で
あ
る
。

第
四
　
関
税
定
率
法
二
一
条
一
項
三
号
が
、’
単
な
る
所
持
目
的
で
あ
る
場
合
を
含
め
て
一
律
に
「
風
俗
を
　
　
2
3

害
す
べ
き
書
籍
」
等
の
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
に
違
反
し
、
文
面
上
無
効

で
あ
る
と
の
主
張
に
つ
い
て

濯

ぐ
　
　
　
　
　

原
告
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
は
、
国
民
が
い
か
な
る
情
報
を
受
領
す
る
か
に
つ
き
、
国
家
権
力
に

一

よ
る
介
入
を
受
け
な
い
こ
と
を
も
保
障
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
個
人
が
自
分
で
見
た

り
読
ん
だ
り
す
る
た
め
に
書
籍
等
を
所
持
す
る
こ
と
が
規
制
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
刑
法
一
七
五
条
が

販
売
目
的
に
よ
ら
な
い
単
な
る
所
持
は
処
罰
し
て
い
な
い
の
は
そ
の
趣
旨
で
あ
り
、
書
籍
等
の
輸
入

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　－
－

東

京

法

務

局

‐
　
　
　

―

に
つ
い
て
も
、
単
な
る
所
持
目
的
に
よ
る
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
て
、

関
税
定
率
法
二
一
条
一
項
三
号
が
、
単
な
る
所
持
目
的
で
あ
る
場
合
を
含
め
て
一
律
に
「
風
俗
を
害

入
詞
ノ

す
べ
き
書
籍
」
等
の
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
に
反
す
る
過
度
に
広
汎
な
規

制
で
あ
り
、
文
面
上
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
右
規
定
を
根
拠
と
し
て
行
わ
れ
た
本
件
通
知
も
当

然
に
、
違
憲
・
違
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
以
下
の
と
お
り
、
原
告
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

一
　
ま
ず
、
わ
い
せ
つ
物
品
に
つ
い
て
の
税
関
規
制
が
そ
の
制
度
的
必
然
性
及
び
合
理
性
、
社
会
的

必
然
性
に
照
ら
し
、
憲
法
の
い
う
公
共
の
福
祉
の
要
請
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

―
　
関
税
法
が
、
輸
入
禁
制
品
の
輸
入
の
阻
止
を
、
通
関
手
続
と
輸
入
禁
制
品
輸
入
罪
に
係
る
犯

則
手
続
及
び
刑
事
手
続
の
両
面
か
ら
図
っ
て
い
る
の
は
、
制
度
と
し
て
必
然
性
及
び
合
理
性
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
体
規
定
（
関
税
定
率
法
二
一
条
一
項
）
に
お
い
て
、
あ
る
物
品
を
輸



ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

訟

入
禁
制
品
と
定
め
た
以
上
、
そ
の
輸
入
の
阻
止
を
担
保
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
法
律
上
の
手
段

が
設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
罰
則
等
を
設
け
ず
通
関
手
続
に
お
け
る
規
制
の
み
に
よ

っ
て
そ
の
目
的
を
達
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
輸
入
を
阻
止
す
る
担
保
力
自
体
が
必
ず
し
も
十
分
な

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
通
関
手
続
を
経
な
い
密
輸
入
に
つ
い
て
は
こ
れ
を

阻
止
す
る
こ
と
が
全
く
期
待
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
反
対
に
、
罰
則
等
の
み
に
よ
っ
て
輸
入

の
阻
止
を
図
り
、
通
関
手
続
に
お
い
て
は
輸
入
禁
制
品
に
対
す
る
何
ら
の
規
制
も
行
わ
な
い
と

す
る
こ
と
は
、
通
関
平
続
に
お
い
て
輸
入
許
可
を
与
え
ら
れ
た
物
品
の
輸
入
に
対
し
て
事
後
的
　
　
2
5

に
輸
入
禁
制
品
輸
入
罪
の
罰
則
等
が
科
さ
れ
る
と
い
う
不
合
理
な
事
態
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
に

な
る
。

悦
い万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
三
号
物
品
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
当
該
物

品
が
輸
入
禁
制
品
で
あ
る
こ
と
を
通
知
し
、
こ
れ
を
輸
入
し
た
場
合
に
お
け
る
不
利
益
を
了
知

さ
せ
る
と
と
も
に
、
以
後
通
関
手
続
を
進
行
さ
せ
な
い
こ
と
と
す
る
税
関
規
制
が
、
輸
入
禁
制

品
を
定
め
る
実
体
規
定
の
存
在
を
前
提
と
す
る
通
関
手
続
１
　　Ｉし
て
、
必
然
性
及
び
合
理
性
を
有

－

‐
－

１

１

‐
－

・‐
―

－

東

京

法

務

局

一

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

犬

２
　
通
関
手
続
に
お
い
て
は
何
ら
の
規
制
も
行
わ
ず
、
輸
入
禁
制
品
輸
入
罪
や
刑
法
の
罰
則
の
み

へ
Ｉ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
わ
い
せ
つ
物
品
の
輸
入
の
阻
止
を
図
る
こ
と
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
実
効
性
が
乏
し

く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
号
物
品
に
つ
い
て
年
間
七
千
件
を
超
え
る

該
当
通
知
が
さ
れ
て
お
り
、
数
量
的
な
面
か
ら
し
て
そ
の
す
べ
て
に
刑
事
手
続
を
開
始
す
る
こ

と
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
刑
事
手
続
　
　
2
6

に
よ
っ
て
は
わ
い
せ

つ
物
品
の
輸
入
阻
止
の
目
的
は
十
分
に
達
成
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
外
国
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
わ
い
せ
つ
物
品
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
外
国
に
あ
る
限

り
、
我
が
国
の
刑
事
手
続
が
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
押
収
・
没
収
の
対
象
と
は
な
し
得
ず
、
我
が

国
へ
の
流
入
の
禍
根
を
絶
つ
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
わ
い
せ
つ
物
品
の
輸
入
が
行
わ
れ
た
後
に

お
い
て
は
、
そ
の
輸
入
を
捜
査
機
関
が
確
知
し
、
刑
事
手
続
を
開
始
す
る
場
合
に
は
、
既
に
実

害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
輸
入
者
を
究
明
す
る
こ
と
も
通
常
困
難
で

あ
ろ
う
こ

一
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訟

と

は

想

像

に

難

く

な

い

か

ら

で

あ

る

。

更

に

、

現

時

輸

入

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

る

わ

い

せ

つ

物

品

の

多

く

が

外

国

の

い

わ

ゆ

る
ポ

ル

ノ

雑

誌

等

で

あ

る

こ

と

を

考

え

る

と

、

も

し

現

行

の

税

関

規

制

を

行

い

得

な

い

と

す

る

な

ら

ば

、

わ

い

せ

つ

物

の

頒

布

等

を

禁

止

し

た

刑

法

一

七

五

条

の

規

定

は

実

効

性

を

著

し

く

減

殺

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

。

例

え

ば

、

我

が

国

民

が

わ

い
せ

つ

書

籍

の

版

元

を

外

国

に

置

き

、

国

内

か

ら

の

注

文

に

応

じ

て

当

該

物

品

を

注

文

者

の

手

元

に

い

わ

ゆ

る

ダ

イ

レ

ク

ト

メ

ー

ル

の

形

で

送

る

と

い

っ

た

行

為

は

刑

法

一

七

五

条

に

い

う

わ

い

せ

つ

文

書

の

頒

布

販

売

に

該

当

す

る

（

こ

の

よ

う

な

行

為

は

刑

法

一

条

の

国

内

犯

に

当

た

る

と

解

さ

れ

る

。

）
　
2
7

が

、

こ

の

よ

う

な

態

様

の

行

為

に

つ

い

て

刑

法

一

七

五

条

に

よ

る

処

罰

を

現

実

に

行

い

得

る

事

例

は

、

証

拠

の

収

集

保

全

等

の

観

点

か

ら

極

め

て

限

定

さ

れ

た

も

の

と

な

る

で

あ

ろ

う

か

ら

で

乙
ダ

ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

る

。

一

方

、

通

関

手

続

は

規

制

権

限

が

最

終

的

に

税

関

と

い

う

一

つ

の

行

政

機

関

に

集

約

さ

れ

て

い

る

と

い

う

意

味

に

お

い
て

二

几
的

で

あ

り

、

あ

ら

ゆ

る

種

類

の

輸

入

貨

物

が

そ

の

対

象

と

な

る

と

い

う

意

味

に

お

い

て

包

括

的

で

あ

っ

て

、

外

国

に

あ

る

わ

い

せ

つ

物

品

が

我

が

国

に

輸

入

さ

れ

る

場

合

は

、

純

然

た

る

密

輸

入

を

除

け

ば

す

べ

て

税

関

を

経

由

す

る

の

で

あ

る

か

ら

、

‐
Ｉ
Ｉ

‐
－

Ｉ

Ｉ

‐
　

東

京

法

務

局

－

－
　
　
　

ｉ

税

関

に

お

い

て

わ

い

せ

つ

物

品

を

発

見

し

、

そ

の

国

内

へ

の

流

人

を

阻

止

す

る

こ

と

は

、

わ

い

せ

つ

物

品

の

輸

入

阻

止

の

面

で

実

効

性

が

あ

り

、

我

が

国

に

お

け

る

善

良

の

風

俗

の

維

持

と

い

う

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

極

め

て

有

効

な

手

段

で

あ

る

と

い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

た

ハ

ノ

か

っ

て

、

実

効

性

の

点

に

お

い

て

も

、

税

関

規

制

は

制

度

と

し

て

合

理

性

を

有

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

３
　

わ

い

せ

つ

物

品

に

つ

い

て

、

そ

の

国

内

に

お

け

る

流

布

を

阻

止

す

る

こ

と

が

性

的

秩

序

を

守
　
　
2
8

り

健

全

な

性

的

風

俗

を

維

持

す

る

た

め

に

必

要

で

あ

る

こ

と

は

多

言

を

要

さ

ず

、

税

関

規

制

は

社

会

的

必

要

性

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

４
　

そ

の

上

、

該

当

通

知

に

不

服

か

お

る

場

合

に

は

、

当

該

貨

物

を

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

は

該

当

通

知

に

対

し

行

政

不

服

審

査

法

に

よ

る

審

査

請

求

及

び

行

政

事

件

訴

訟

法

に

よ

る

抗

告

訴

訟

を

提

起

す

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

り

、

最

終

的

に

は

司

法

機

関

の

判

定

に

委

ね

ら

れ

る

こ

と

を

保

障

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

か

ら

、

輸

入

し

よ

う

と

す

る

者

に

対

す

る

司

法

的
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く

訟

救

済

に

も

欠

け

る

と

こ

ろ

は

な

い

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

。

５
　

以

上

の

と

お

り

、

現

行

の

税

関

規

制

は

、

我

が

国

に

お

け

る

健

全

な

性

的

風

俗

の

維

持

を

図

る

た

め

に

必

要

か

つ

合

理

的

な

制

度

で

あ

り

、

前

掲

最

高

裁

昭

和

五

九

年

コ

ー
月

コ

ー
日

大

法

廷

判

決

も

、

「

思

う

に

、

表

現

の

自

由

は

、

憲

法

の

保

証

す

る

基

本

的

人

権

の

中

で

も

特

に

重

要

視

さ

れ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

が

、

さ

り

と

て

絶

対

無

制

限

な

も

の

で

は

な

く

、

公

共

の

福

祉

に

よ

る

制

限

の

下

に

あ

る

こ

と

は

、

い

う

ま

で

も

な

い

。

ま

た

、

性

的

秩

序

を

守

り

、

最

小

限

度

の

性

道

徳

を

維

持

す

る

こ

と

は

公

共

の

福

祉

の

内

容

を

な

す

も

の

で

あ

っ

て

、

狼

褒

文

書

の
　
　
2
9

頒

布

等

は

公

共

の

福

祉

に

反

す

る

も

の

で

あ

り

、

こ

れ

を

処

罰

の

対

象

と

す

る

こ

と

が

表

現

の

ぶ

心
　
　
　
　
　
　
　

自

由

に

関

す

る

憲

法

二

一

条

一

項

の

規

定

に

違

反

す

る

も

の

で

な

い

こ

と

も

、

明

ら

か

で

あ

る

（

最

高

裁

昭

和

二

八

年

（

あ

）

第

一

七

一

三

号

同

三

二

年

三

月

コ

二

日

大

法

廷

判

決

・

刑

集

一

一

巻

三

号

九

九

七

頁

、

同

昭

和

三

九

年

（

あ

）

第

三

〇

五

号

同

四

四

年

一

〇

月

一

五

日

大

法

廷

判

決

・

刑

集

二

三

巻

一

〇

号

一

二

三

九

頁

参

照

）

。

そ

し

て

、

わ

が

国

内

に

お

け

る

健

全

な

性

的

風

俗

を

維

持

確

保

す

る

見

地

か

ら

す

る

と

き

は

、

狼

褒

表

現

物

が

み

だ

り

に

国

外

か

ら

流

入

東

京

法

務

局

一－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
――
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
Ｉ・

す

る

こ

と

を

阻

止

す

る

こ

と

は

、

公

共

の

福

祉

に

合

致

す

る

も

の

で

あ

り

、

狼

褒

刊

行

物

ノ

流

布

及

取

引

ノ

禁

止

ノ

為

ノ

国

際

条

約

（

昭

和

一

一

年

条

約

第

三

号

）
　
一

条

の

規

定

が

締

約

国

に

頒

布

等

を

目

的

と

す

る

狼

嚢

な

物

品

の

輸

入

行

為

等

を

処

罰

す

る

こ

と

を

義

務

づ

け

て

い

る

こ

「

ノ

と

を

も

併

せ

考

え

る

と

、

表

現

の

自

由

に

関

す

る

憲

法

の

保

障

も

、

そ

の

限

り

に

お

い

て

制

約

を

受

け

る

も

の

と

い

う

ほ

か

な

く

、

前

述

の

よ

う

な

税

関

検

査

に

よ

る

摂

嚢

表

現

物

の

輸

入

規

制

は

、

憲

法

二

一

条

一

項

の

規

定

に

反

す

る

も

の

で

は

な

い

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

」

と

判

示
　
　
3
0

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

二
　

税

関

検

査

に

お

け

る

一

律

規

制

の

合

理

性

、

必

要

性

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

の

規

定

は

、

「

風

俗

を

害

す

べ

き

・

・

・

・

・

物

品

」
　
（

わ

い

せ

つ

表

現

物

）

に

つ

き

、

そ

の

輸

入

す

る

目

的

を

問

う

こ

と

な

く

、

一

律

に

輸

入

禁

制

品

に

指

定

し

て

そ

の

輸

入

を

禁

止

し

て

い

る

。

そ

れ

は

、

以

下

に

述

べ

る

と

お

り

、

一

律

に

輸

入

を

禁

止

す

る

税

関

行

政

上

の

合

理

性

と

必

要

性

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

。



を
　
　
　
　
。
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１

訟

Ｉ
　

外

国

か

ら

の

大

量

流

入

と

そ

の

迅

速

な

流

布

・

拡

散

性

わ

い

せ

つ

表

現

物

の

規

制

に

関

す

る

法

制

は

、

各

国

に

お

い

て

異

な

っ

て

い

る

が

、

最

近

の

実

情

と

し

て

は

、

一

般

的

に

は

、

わ

い

せ

つ

表

現

物

を

国

外

（

主

と

し

て

欧

米

諸

国

）

に

お

い

て

入

手

す

る

こ

と

は

比

較

的

容

易

で

あ

る

こ

と

が

う

か

が

わ

れ

る

。

特

に

、

近

時

、

年

間

一

〇

○

○

万

人

以

上

（

平

成

四

年

に

お

い

て

約

一
　
一

八

〇

万

人

）

の

国

民

が

海

外

旅

行

を

し

、

四

〇

○

万

人

近

い

（

平

成

四

年

に

お

い

て

約

三

九

三

万

人

）

外

国

人

が

我

が

国

に

入

国

す

る

実

情

に

あ

る

か

ら

、

個

人

的

に

鑑

賞

の

売

め

の

単

な

る

所

持

を

目

的

と

す

る

輸

入

を

禁

止

す

る

こ

と

が
　
　
3
1

で

き

な

い

と

す

れ

ば

、

海

外

か

ら

の

旅

行

者

・

入

国

者

の

手

に

よ

り

、

あ

る

い

は

、

一

般

貨

物

又

は

郵

便

物

に

よ

っ

て

、

わ

い

せ

つ

表

現

物

が

常

時

大

量

に

国

内

に

流

入

す

る

こ

と

と

な

る

の

ム

ッ
バ
、

は

必

至

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

い

っ

た

ん

国

内

に

流

入

し

た

わ

い

せ

つ

表

現

物

が

、

そ

の

所

持

目

的

を

変

え

て

頒

布

・

販

売

の

過

程

に

置

か

れ

る

こ

と

も

十

分

予

想

さ

れ

る

上

、

最

近

に

お

け

る

表

現

及

び

そ

の

受

容

の

手

段

、

あ

る

い

は

表

現

物

複

製

の

技

術

の

著

し

い

進

歩

や

そ

の

た

め

の

機

器

の

普

及

に

東

京

法

務

局

伴

い

、

こ

の

種

の

わ

い

せ

つ

表

現

物

が

い

っ

た

ん

国

内

に

流

入

す

る

と

き

は

、

当

該

わ

い

せ

つ

表

現

物

ば

か

り

で

な

く

、

廉

価

で

精

巧

な

複

製

物

が

、

た

や

す

く

流

布

、

拡

散

し

あ

る

い

は

公

然

た

る

展

観

に

至

る

蓋

然

性

は

極

め

て

高

い

。

へ

Ｉ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

た

、

個

人

的

に

鑑

賞

す

る

た

め

の

単

な

る

所

持

を

目

的

と

し

て

輸

入

さ

れ

た

わ

い

せ

つ

表

現

物

が

、

そ

の

後

頒

布

、

販

売

等

の

違

法

行

為

に

使

用

さ

れ

た

後

、

か

か

る

違

法

行

為

を

捕

捉

す

る

こ

と

は

困

難

で

あ

る

こ

と

も

考

え

ら

れ

、

輸

入

の

時

点

で

規

制

す

る

こ

と

は

、

外

国

の

わ
　
　
3
2

い

せ

つ

表

現

物

が

国

内

へ

流

入

す

る

の

を

、

通

関

線

つ

ま

り

水

際

で

阻

止

す

る

税

関

行

政

上

の

合

理

性

、

必

要

性

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

。

２
　

税

関

検

査

に

お

い

て

輸

入

目

的

を

判

定

す

る

こ

と

の

困

難

性

税

関

検

査

は

、

既

に

述

べ

た

と

お

り

、

関

税

徴

収

を

主

た

る

目

的

と

す

る

貨

物

検

査

の

性

格

上

、

元

来

貨

物

の

外

観

、

性

状

等

の

物

理

的

状

態

に

着

目

し

て

即

物

的

な

検

査

を

行

う

も

の

で

あ

る

が

、

個

人

的

鑑

賞

の

た

め

の

単

な

る

所

持

を

目

的

と

す

る

も

の

で

あ

る

か

否

か

に

つ

い

て



１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　訟

は

、

外

観

、

性

状

、

数

量

等

に

よ

っ

て

判

断

す

る

こ

と

は

困

難

で

あ

っ

て

、

本

人

の

申

告

を

基

本

と

せ

ざ

る

を

得

ず

、

そ

う

で

あ

れ

ば

、

輸

入

物

品

が

輸

入

後

一

般

人

に

頒

布

等

さ

れ

る

か

ど

う

か

等

は

輸

入

者

の

内

心

的

な

意

思

、

輸

入

者

の

性

向

に

か

か

お

る

こ

と

で

あ

り

、

税

関

に

お

い

て

は

こ

れ

ら

の

事

項

に

つ

い

て

探

知

す

る

た

め

の

権

限

も

機

能

も

与

え

ら

れ

て

い

な

い

の

で

あ

る

。

ま

た

、

大

量

の

貨

物

検

査

（

関

税

定

率

法

二

Ｉ
条

一

項

三

号

掲

記

の

わ

い

せ

つ

表

現

物

該

当

通

知

の

年

間

件

数

は

、
／
全

国

で

、
’
平

成

三

年

七

四

七

七

件

、

平

成

四

年

七

二

八

六

件

）

を

迅

速
　
　
3
3

に

実

施

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

実

情

に

あ

る

こ

と

か

ら

、

検

査

の

場

に

お

い

て

、

個

人

的

鑑

賞

ご
浅
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

た

め

の

単

な

る

所

持

を

目

的

と

す

る

輸

入

で

あ

る

か

否

か

を

即

時

に

判

断

す

る

こ

と

は

極

め

て

困

難

で

あ

り

、

か

か

る

判

断

を

求

め

る

こ

と

は

不

可

能

を

強

い

る

に

等

し

い

も

の

で

あ

る

。

個

人

的

鑑

賞

の

た

め

の

単

な

る

所

持

を

目

的

と

す

る

場

合

は

、

輸

入

が

許

可

さ

れ

る

と

い

う

の

で

あ

れ

ば

、

頒

布

、

販

売

等

の

目

的

で

あ

る

の

に

単

純

所

持

目

的

で

あ

る

旨

偽

っ

て

輸

人

す

る

事

犯

が

誘

発

さ

れ

る

お

そ

れ

も

少

な

く

な

い

で

あ

ろ

う

。

―

・
－

東

京

法

務

局

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

－
－
　
　
　
　

－

３
　

輸

入

規

制

に

よ

る

不

利

益

個

人

鑑

賞

の

た

め

の

単

な

る

所

持

を

目

的

と

す

る

輸

入

行

為

が

規

制

さ

れ

れ

ば

、

そ

の

分

だ

乙

夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け

わ

い

せ

つ

表

現

物

を

個

人

的

に

鑑

賞

し

て

楽

し

む

自

由

が

制

限

さ

れ

る

不

利

益

を

生

ず

る

こ

と

と

な

る

の

は

事

実

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

な

が

ら

国

内

に

お

い

て

も

、

も

と

も

と

か

か

る

わ

い

せ

つ

表

現

物

の

頒

布

、

販

売

は

禁

止

さ

れ

て

い

る

た

め

、

こ

れ

を

他

か

ら

入

手

し

て

楽

し

む

自

由

が

保

障

さ

れ

て

い

る

わ

け

で
　
　
3
4

は

な

い

か

ら

一

律

に

輸

入

禁

止

に

す

る

合

理

性

と

必

要

性

が

認

め

ら

れ

る

限

り

、

前

記

の

よ

う

な

不

利

益

は

当

然

甘

受

す

べ

き

性

質

の

も

の

で

あ

る

。

要

す

る

に

、

わ

い

せ

つ

表

現

物

が

個

人

的

に

鑑

賞

す

る

自

由

が

保

障

さ

れ

る

と

し

て

も

、

そ

の

目

的

で

わ

い

せ

つ

表

現

物

を

入

手

す

る

こ

と

ま

で

が

憲

法

上

保

障

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

か

ら

、

前

記

の

よ

う

な

輸

入

規

制

に

伴

う

不

利

益

は

当

然

受

認

す

べ

き

事

柄

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

一



Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ

訟

４
　
刑
法
一
七
五
条
は
、
わ
い
せ
つ
物
の
頒
布
、
販
売
、
公
然
陳
列
、
販
売
目
的
所
持
を
禁
止
す

る
の
み
で
あ
り
、
単
純
所
持
を
禁
止
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
決
し
て
国
民
一
般
が

わ
い
せ
つ
物
を
単
純
所
持
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
こ
と
と
評
価
し
て
い
る
た
め
で
な
い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
わ
い
せ
つ
物
が
社
会
一
般
に
流
布
す
る
原
因
と
な
る
行
為
態
様
の
う
ち
刑

事
罰
に
よ
り
禁
圧
す
る
こ
と
が
合
理
的
、
効
果
的
で
あ
る
も
の
に
限
定
し
て
立
法
的
選
択
を
し

た
た
め
で
あ
る
。
原
告
は
、
輸
入
者
が
自
ら
所
持
す
る
目
的
で
わ
い
せ
つ
物
品
を
輸
入
す
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
少」
主
張
す
る
が
、
国
民
各
自
が
自
己
所
持
の
目
的
で
あ
れ
ば
自
　
　
3
5

由
に
外
国
か
ら
わ
い
せ
つ
物
品
を
輸
入
し
得
る
と
す
る
こ
と
は
、
自
己
所
持
以
外
の
目
的
に
よ

メ
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
輸
入
行
為
も
事
実
上
阻
止
し
得
な
く
な
り
、
取
り
も
直
さ
ず
、
社
会
一
般
に
わ
い
せ
つ
物
品

が
流
布
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
関
税
定
率
法
二
一
条
一

項
三
号
が
「
風
俗
を
害
す
べ
き
」
物
品
と
し
て
わ
い
せ
つ
物
品
の
輸
入
を
一
般
的
に
禁
止
し
て

い
る
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
わ
い
せ
つ
物
品
の
流
布
阻
止
の
目
的
を
全
う
す
る
上
で
必
要
不
可

欠
の
措
置
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｉ

Ｅ

東

京

法

務

局

５
　
前
掲
最
高
裁
昭
和
五
九
年
一
二
月
コ

ー日
大
法
廷
判
決
も
、
「
わ
が
国
内
に
お
い
て
狼
褒
文

書
等
に
関
す
る
行
為
が
処
罰
の
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
頒
布
、
販
売
及
び
販
売
の
目
的
を
も

っ
て
す
る
所
持
等
で
あ
っ
て
（
刑
法
一
七
五
条
）
、
単
な
る
所
持
自
体
は
処
罰
の
対
象
と
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
、
最
小
限
度
の
制
約
と
し
て
は
、
単
な
る
所
持
を
目
的
と
す
る
輸
入
は
、
こ
れ

を
規
制
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
筋
合
い
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
か
な
る
目
的
で
輸
入
さ
れ
る

か
は
た
や
す
く
識
別
さ
れ
難
い
ば
か
り
で
な
く
、
流
入
し
た
狼
嚢
表
現
物
を
頒
布
、
販
売
の
過
　
　
3
6

程
に
置
く
こ
と
が
容
易
で
あ
る
こ
と
は
見
易
い
道
理
で
あ
る
か
ら
、
狼
褒
表
現
物
の
流
人
、
伝

播
に
よ
り
わ
が
国
内
に
お
け
る
健
全
な
性
的
風
俗
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
実
効
的
に
防
止
す
る
に

は
、
単
な
る
所
持
目
的
か
ど
う
か
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
流
入
を
一
般
的
に
、
い
わ
ば

水
際
で
阻
止
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
　
わ
い
せ
つ
物
品
と
「
知
る
自
由
」
に
つ
い
て
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１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

訟

～
　

い

わ

ゆ

る

「

知

る

自

由

」

と

は

、

他

人

の

言

論

、

出

版

そ

の

他

の

表

現

物

に

表

さ

れ

た

思

想

内

容

等

を

摂

取

す

る

自

由

の

こ

と

で

あ

る

と

解

せ

ら

れ

る

。

そ

し

て

、

憲

法

二

一

条

一

項

の

表

現

の

自

由

の

保

障

は

、

他

面

に

お

い

て

、

こ

れ

を

受

け

る

者

の

側

の

「

知

る

自

由

」

の

保

障

を

も

伴

う

も

の

と

解

す

べ

き

も

の

と

考

え

ら

れ

る

（

前

掲

最

高

裁

昭

和

五

九

年

コ

ー
月

コ

ー
日

大

法

廷

判

決

）

。

し

た

が

っ

て

、

「

知

る

自

由

」

の

対

象

と

な

る

も

の

は

、

同

条

項

が

保

障

す

る

表

現

の

自

由

の

対

象

と

な

る

も

の

に

限

ら

れ

、

あ

る

種

の

表

現

が

同

条

項

の

保

障

す

る

表

現

の

自

由

の

対

象

と

な

ら

な

い

場

合

孤

は

、

こ

れ

に

対

す

る

「

知

る

自

抽

」

も

ま

た

憲

法

上

保

障

さ
　
　
3
7

ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ

な

い

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

＆

≒

二

）

前

述

し

た

と

お

り

、

憲

法

二

一

条

一

項

の

保

障

す

る

表

現

の

自

由

が

憲

法

コ

ー
条

、

一

三

条

に

よ

り

そ

の

濫

用

が

禁

じ

ら

れ

、

公

共

の

福

祉

の

制

限

の

下

に

立

つ

も

の

で

あ

る

こ

と

、

及

び

、

性

的

秩

序

を

守

り

、

最

小

限

度

の

性

道

徳

、

健

全

な

性

的

風

俗

を

維

持

す

る

こ

と

が

公

共

の

福

祉

の

内

容

を

な

す

も

の

で

あ

る

こ

と

、

刑

法

一

七

五

条

に

よ

り

わ

い

せ

つ

物

の

頒

布

等

を

処

罰

す

る

こ

と

は

、

憲

法

二

一

条

一

項

に

違

反

す

る

も

の

で

な

い

こ

と

、

わ

い

せ

つ

ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
―
　

‐
－

―

‐

―

－

－

‐

東

京

法

務

局

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
1
1
F

～
1
1
1
1
1
1
1
1
　
　
　
I
I
I
I

・
Ｉ
・Ｉ

表

現

物

が

み

だ

り

に

国

外

か

ら

流

入

す

る

こ

と

を

阻

止

す

る

こ

と

は

、

公

共

の

福

祉

に

合

致

す

る

も

の

で

あ

り

、

表

現

の

自

由

に

関

す

る

憲

法

の

保

障

も

そ

の

限

り

に

お

い

て

制

約

を

受

け

る

も

の

と

い

う

ほ

か

な

く

、

税

関

検

査

に

よ

る

わ

い

せ

つ

表

現

物

の

輸

入

規

制

は

憲

法

二

一

条

一

項

の

規

定

に

反

す

る

も

の

で

な

い

こ

と

、

わ

い

せ

つ

表

現

物

の

流

人

、

伝

播

に

よ

り

ヘ

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ

が

国

内

に

お

け

る

健

全

な

性

的

風

俗

が

害

さ

れ

る

こ

と

を

実

効

的

に

阻

止

す

る

た

め

に

は

、

単

な

る

所

持

目

的

か

ど

う

か

を

区

別

す

る

こ

と

な

く

、

そ

の

流

入

を

一

般

的

に

、

い

わ

ば

水
　
　
3
8

際

で

阻

止

す

る

こ

と

も

や

む

を

得

な

い

も

の

と

い

わ

ね

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

、

前

掲

最

高

裁

昭

和

五

九

年

一

二

月

コ

一

日

大

法

廷

判

決

の

判

示

す

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

わ

い

せ

つ

物

は

、

憲

法

二

一

条

一

項

の

保

障

す

る

表

現

の

自

由

の

対

象

外

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

わ

い

せ

つ

物

品

は

、

い

わ

ゆ

る

「

知

る

自

由

」

の

対

象

と

な

る

こ

と

も

な

い

。

（

二

）

仮

に

、

わ

い

せ

つ

物

品

と

い

え

ど

も

当

然

に

は

憲

法

二

一

条

一

項

に

基

づ

く

い

わ

ゆ

る

「

知

る

自

由

」

の

対

象

外

で

あ

る

と

は

い

え

な

い

と

し

て

も

、

憲

法

二

一

条

一

項

の

保

障

す
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｀
　
　
　
　
　ｆ

ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ

訟

る

表

現

の

自

由

は

公

共

の

福

祉

の

制

限

の

下

に

立

つ

の

で

あ

心

か

ら

、

憲

法

二

一

条

一

項

の

派

生

原

理

で

あ

る

い

わ

ゆ

る

「

知

る

自

由

」

も

、

公

共

の

利

益

の

た

め

の

必

要

か

ら

一

定

の

合

理

的

な

制

限

を

受

け

る

こ

と

が

あ

る

こ

と

は

や

む

を

得

な

い

こ

と

と

い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

性

的

秩

序

を

守

り

、

健

全

な

性

的

風

俗

を

維

持

す

る

こ

と

は

、

公

共

の

福

祉

の

内

容

を

な

す

も

の

で

あ

り

、

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

は

、

社

会

を

性

道

徳

的

退

廃

か

ら

守

る

た

め

、

わ

い

せ

つ

物

品

が

社

会

一

般

に

流

布

す

る

原

因

と

な

る

輸

入

行

為

を

禁

止

し

だ

の

ミ

で

あ

っ

て

、

右

の

禁

止

に

よ

り

わ

い

せ

つ

物

品

の

流

布

を

阻

止

し

、

社

会

一

般

の

性

道

徳

、
　
　
3
9

前

慰
　
　
　
　
　
　
　
　

性

的

秩

序

の

維

持

を

達

成

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

が

「

風

俗

を

害

す

べ

き

」

物

品

の

一

つ

と

し

て

わ

い

せ

つ

物

品

の

輸

入

を

一

般

的

に

禁

止

し

て

い

る

こ

と

は

、

右

に

述

べ

た

わ

い

せ

つ

物

品

の

流

布

阻

止

の

目

的

を

全

う

す

る

上

で

必

要

不

可

欠

の

措

置

と

い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

た

が

っ

て

、

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

に

よ

り

い

わ

ゆ

る

「

知

る

自

由

」

が

一

定

の

制

限

を

受

け

る

と

し

て

も

、

そ

れ

は

公

共

の

利

益

の

た

め

必

要

と

さ

れ

る

合

理

的

な

制

度

－

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

東

京

法

務

局

―‐
　
　
　
　
　
　

－

と

い

う

べ

き

も

の

で

あ

っ

て

、

憲

法

二

一

条

一

項

に

違

反

す

る

も

の

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

（

三

）

前

記

最

高

裁

昭

和

五

九

年

二

一
月

コ

ー
日

大

法

廷

判

決

も

、

「

ま

た

、

こ

の

よ

う

に

し

て

摂

嚢

表

現

物

で

あ

る

書

籍

、

図

画

等

の

輸

入

が

一

切

禁

止

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

結

果

、

わ

が

国

内

に

お

け

る

発

表

の

機

会

が

奪

わ

れ

る

と

と

も

に

、

国

民

の

こ

れ

に

接

す

る

機

会

も

失

わ

れ

、

知

る

自

由

が

制

限

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

の

は

否

定

し

難

い

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

か

か

る

ｊ

ｙ

書

籍

、

図

画

等

に

つ

い

て

は

、

前

述

の

と

お

り

、

も

と

も

と

そ

の

頒

布

、

販

売

は

国

内

に

お
　
　
4
0

い

て

禁

止

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

に

つ

い

て

の

発

表

の

自

由

も

知

る

自

由

も

、

他

の

一

般

の

表

現

物

の

場

合

に

比

し

、

著

し

く

制

限

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

っ

て

、

こ

の

こ

と

を

考

慮

す

れ

ば

、

右

の

よ

う

な

制

限

も

や

む

を

得

な

い

も

の

と

し

て

是

認

せ

ざ

る

を

得

な

い

。

」

と

判

示

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

第

五
　

本

件

物

件

は

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

の

「

風

俗

を

害

す

べ

き

」

物

品

に

該

当

し

な

い

と

の

主

張

に

つ

い

て



ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

訟

原
告
は
、
本
件
物
件
は
社
会
通
念
に
照
ら
し
判
断
す
る
と
、
「
徒
ら
に
性
欲
を
興
奮
又
は
刺
激
せ

七
め
る
も
の
」
で
は
な
い
し
、
「
普
通
人
の
正
常
な
性
的
羞
恥
心
を
害
し
、
善
良
な
性
的
道
徳
観
念

に
反
す
る
も
の
」
で
も
な
い
か
ら
、
わ
い
せ
つ
性
を
有
し
て
お
ら
ず
、
本
件
物
件
が
「
風
俗
を
害
す

べ
き
」
物
品
に
該
当
す
る
と
し
た
税
関
長
の
処
分
は
違
憲
・
違
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
本
件
物

件
は
右
物
品
に
当
た
る
か
ら
違
憲
・
違
法
は
な
い
。

」
　
刑
法
一
七
四
条
、
一
七
五
条
に
い
う
わ
い
せ
つ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
性
欲
を
興
奮
又
は
刺
激
せ

ダｄ
゛
　
　
　
　
　
　

し
め
＾
か
つ
普
通
人
の
正
常
な
性
的
羞
恥
心
を
害
し
、
善
良
な
性
的
道
徳
観
念
に
反
す
る
も
の
を
　
　
4
1

い
う
（
最
高
裁
昭
和
二
六
年
五
月
一
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
刑
集
五
巻
六
号
一
〇
二
六
ペ
ー
ジ
、

前
掲
最
高
裁
昭
和
三
二
年
三
月
コ
二
日
大
法
廷
判
決
）
。
わ
い
せ
つ
性
と
芸
術
性
・
思
想
性
と
は
、

次
元
を
異
に
す
る
評
価
で
あ
り
（
前
掲
最
高
裁
昭
和
三
二
年
三
月
一
三
日
大
法
廷
判
決
、
同
昭
和

四
四
年
一
〇
月
一
五
日
大
法
廷
判
決
）
、
ま
た
、
わ
い
せ
つ
性
の
存
否
は
、
純
客
観
的
に
、
つ
ま

り
、
仮
に
「
作
品
」
と
呼
べ
る
性
格
の
物
品
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
作
品
自
体
か
ら
し
て
判

断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
作
者
の
主
観
的
意
図
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

Ｉ

ｌ
　
　
　

ｌ
ｌ
‐
―・
Ｉ

Ｉ

－

‐
‐
　
　

―

東

京

法

務

局

ｉ
‐
　
　
　
　ｌ
‐１
　
　１
　
　
　－

（
前
掲
最
高
裁
昭
和
三
二
年
三
月
一
三
日
大
法
廷
判
決
）
・

右
の
わ
い
せ
つ
性
の
要
件
は
ヽ
関
税

定
率
法
二
Ｉ
条
一
項
三
号
に
い
う
「
風
俗
を
害
す
べ
き
」
物
品
該
当
性
の
判
断
要
素
で
あ
る
わ
い

せ
つ
性
具
備
の
要
件
と
し
て
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
（
前
掲
最
高
裁
昭
和
五
九
年
コ

ー月
コ

ー

日
大
法
廷
判
決
、
同
事
件
の
原
審
で
あ
る
札
幌
高
裁
昭
和
五
七
年
七
月
一
九
日
判
決
・
判
例
時
報

一
〇
五
一
号
五
七
ペ
ー
ジ
、
東
京
高
裁
昭
和
五
六
年
コ

ー月
二
四
日
判
決
・
訟
務
月
報
二
八
巻
二

ｊ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
号
三
八
五
ペ
ー
ジ
、
東
京
地
裁
昭
和
六
〇
年
六
月
二
〇
日
判
決
・
訟
務
月
報
三
二
巻
三
号
五
八
九
　
　
4
9
1

ペ
ー
ジ
）
。
そ
し
て
、
右
要
件
の
有
無
を
判
断
す
る
際
の
基
準
は
一
般
社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
て

い
る
良
識
す
な
わ
ち
社
会
通
念
で
あ
り
、
こ
の
社
会
通
念
は
個
々
人
の
認
識
の
平
均
値
で
は
な
く
、

こ
れ
を
超
え
た
集
団
意
識
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
通
念
が
い
か
な
る
も
の
か
の
判
断
は
、

現
制
度
の
下
に
お
い
て
は
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
最
高
裁
昭
和
三
二
年
三

月
一
三
日
大
法
廷
判
決
）
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
社
会
通
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
こ

れ
ま
で
に
集
積
さ
れ
た
判
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ



１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

訟

で
、
本
件
物
件
の
内
容
に
か
ん
が
み
、
露
出
し
た
性
器
・
陰
毛
を
表
現
し
た
写
真
が
従
来
の
判
例

上
い
か
な
る
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
前
掲
東
京
高
裁
昭
和
五
六
年

一
二
月
二
四
日
判
決
は
、
「
前
記
裸
体
写
真
の
う
ち
、
・
・
・
・
・
・
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真

に
は
、
い
ず
れ
も
露
出
し
た
女
性
の
陰
部
及
び
陰
毛
が
か
な
り
明
瞭
に
写
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
前
記
検
証
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
本
件
書
籍
は
、
一
冊
の
写
真
集
と

し
て
、
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
る
外
国
人
女
性
の
全
裸
の
様
々
な
姿
態
を
種
々
の
角
度
か
ら
撮
影
し
た

回ヾ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
を
集
め
て
印
刷
登
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
女
性
の
陰
部
の
み
を
殊
更
強
調
す
る
よ
う
な
写
真
　
　
4
3

は
存
在
せ
ず
、
撮
影
の
意
図
は
、
若
い
女
性
の
裸
体
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
み

ら
れ
な
い
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
写
真
を
一
体
の
も
の
と
し
て
観
賞
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
狼

褒
感
が
強
い
と
は
い
え
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
記
の
露
出
し
た
陰
部
及
び
陰
毛

が
明
瞭
に
写
し
出
さ
れ
て
い
る
写
真
は
、
徒
ら
に
性
欲
を
刺
激
さ
せ
、
普
通
人
の
性
的
羞
恥
心
を

害
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
著
し
く
狼
褒
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
わ
が
国
に
お

け
る
現
下
の
性
風
俗
の
実
情
か
ら
す
れ
ば
、
な
お
狼
嚢
性
を
有
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

１
　
　

－

―
　
　

－
－

－
　
　

－

東

京

法

務

局

ｌ
ｌ

－
－
－

と
判
示
し
、
前
掲
札
幌
高
裁
昭
和
五
七
年
七
月
一
九
日
判
決
は
、
「
（
四
）
　
本
件
（

こ

物
件

の
５
の
雑
誌
は
、
性
交
行
為
あ
る
い
は
男
女
の
露
出
し
た
性
器
又
は
陰
毛
を
明
ら
か
に
表
現
し
た

写
真
の
表
示
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
か
、
「
（
五
）
　
本
件

二

）
物
件
の
６
の
雑

誌
は
女
性
の
ヌ
ー
ド
写
真
集
で
あ
る
が
、
露
出
し
た
性
器
又
は
陰
毛
を
明
ら
か
に
表
現
し
た
写
真

が
多
数
表
示
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
事
実
を
認
め
た
う
え
、
右
物
件
が
い
ず
れ
も
わ
い
せ
つ
性
を

有
し
、
関
税
定
率
法
二
Ｉ
条
一
項
三
号
に
い
う
「
風
俗
を
害
す
べ
き
」
物
品
に
該
当
す
る
旨
判
示
　
　
4
4

「

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
さ
ら
に
前
掲
東
京
地
裁
昭
和
六
〇
年
六
月
二
〇
日
判
決
は
、
「
露
出
し
た
女
性
の
陰
部
及
び

陰
毛
が
明
瞭
に
写
し
出
さ
れ
て
い
る
写
真
は
、
徒
ら
に
性
欲
を
刺
激
さ
せ
、
普
通
人
の
性
的
羞
恥

心
を
害
し
、
我
が
国
に
お
け
る
現
在
の
性
風
俗
の
実
情
か
ら
し
て
も
、
善
良
な
性
的
道
義
観
念
に

反
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
わ
い
せ
つ
性
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
」
と
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
露
出
し
た
性
器
・
陰
毛
を
表
現
し
た
写
真
は
、
ま
ぎ
れ

も
な
く
わ
い
せ
つ
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



９
　
　
　
　
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
　
　
　
　
｀

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

訟

そ

し

て

、

こ

れ

ら

の

判

断

は

、

い

ず

れ

も

控

訴

審

・

上

告

審

の

判

決

に

お

い

て

、

正

当

と

し

て

是

認

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

（

前

掲

東

京

高

裁

判

決

の

上

告

審

判

決

で

あ

る

最

高

裁

昭

和

五

九

年

一

二

月

コ

ー
日

大

法

廷

判

決

（

昭

和

五

七

年

（

行

ツ

）

第

四

二

号

）

、

前

掲

札

幌

高

裁

判

決

の

上

告

審

判

決

で

あ

る

前

掲

最

高

裁

昭

和

五

九

年

コ

ー
月

一

二

日

大

法

廷

判

決

、

前

掲

東

京

地

裁

判

決

の

控

訴

審

、

上

告

審

判

決

で

あ

る

東

京

高

裁

昭

和

六

二

年

七

月

六

日

判

決

、

最

高

裁

平

成

元

年

四

メ

ビ

八
　
　
　
　
　
　
　
　

月

一

三

日

第

一

小

法

廷

判

決

）

ｊ

本

件

物

件

は

、

い

ず

れ

も

露

出

し

た

男

性

の

性

器

・

女

性

の

陰

毛

を

露

骨

に

表

現

し

た

写

真

が
　
　
4
5

多

数

掲

載

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

写

真

は

社

会

通

念

に

照

ら

し

、

明

ら

か

に

わ

い

せ

っ

性

を

有

す

る

と

い

え

る

も

の

で

あ

る

と

こ

ろ

、

本

件

物

件

は

一

冊

の

書

籍

と

し

て

編

綴

さ

れ

て

一

体

を

な

し

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら

、

書

籍

そ

の

も

の

が

全

体

と

し

て

わ

い

せ

っ

性

を

有

す

る

も

の

と

い

わ

ざ

る

を

得

な

い

の

で

あ

る

（

同

旨

、

前

掲

東

京

高

裁

昭

和

五

六

年

一

二

月

二

四

日

判

決

、

前

掲

札

幌

高

裁

昭

和

五

七

年

七

月

一

九

日

判

決

、

前

掲

東

京

地

裁

昭

和

六

〇

年

六

月

二

〇

日

判

決

）

。

し

た

が

っ

て

、

本

件

物

件

は

、

関

税

定

率

法

二

一

条

一

項

三

号

に

該

当

す

る

わ

い

せ

っ

物

品

で

あ

る

。

－

東

京

法

務

局

ｌ

・
１

１

な

お

、

本

件

物

件

に

お

い

て

、

わ

い

せ

っ

性

を

有

す

る

こ

と

が

明

ら

か

な

個

所

を

具

体

的

に

例

示

す

れ

ば

、

一

九

、

二

二

、

四

九

、

六

六
　
（

左

右

二

枚

）

、

七

五

、

九

五

、

一

〇

五

、

一

〇

七

、

一
　
コ

エ

、

一

五

六

（

右

）

、

一

五

八

（

左

右

二

枚

）

及

び

一

六

一

ペ

ー

ジ

で

あ

る

。

二
　

原

告

は

、

本

件

物

件

は

、

そ

の

内

容

が

同

一

の

輸

入

書

籍

が

国

内

の

書

店

等

に

お

い

て

何

ら

修

正

を

施

す

こ

と

な

く

販

売

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

も

、

そ

れ

が

わ

い

せ

っ

性

を

有

し

な

い

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

と

主

張

す

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
6

し

か

し

な

が

ら

、

原

告

に

お

い

て

、

当

該

書

籍

が

輸

入

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

と

の

立

証

は

な

さ

れ

て

い

な

い

。

仮

に

、

原

告

主

張

の

よ

う

に

本

件

物

件

と

同

様

の

書

籍

が

輸

入

さ

れ

た

と

し

て

も

、

右

書

籍

は

本

来

税

関

に

お

い

て

輸

入

禁

制

品

と

し

て

輸

入

を

許

可

し

な

い

物

品

で

あ

る

。

税

関

検

査

は

、

一

般

貨

物

、

携

帯

品

及

び

郵

便

物

の

い

ず

れ

も

そ

の

対

象

と

な

る

も

の

で

あ

る

が

、

こ

の

税

関

検

査

は

、

関

税

額

の

適

正

な

確

定

を

図

る

た

め

、

ま

た

、

関

税

法

七

〇

条

一

項

及



１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

訟

び
二
項
（
証
明
又
は
確
認
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
要
件
を
充
足
し
て

い
る
か
、
輸
入
禁
制
品
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
等
を
確
認
す
る
た
め
、
税
関
が
必
要
と
認
め
る
輸
入
貨
物
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
輸
入
貨
物
の
性
質
、
数
量
等
を
検
査
、
鑑
定
し
て
納
税
申
告
に
係
る
課
税
標
準
、
税
額

等
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
又
は
関
税
賦
課
の
基
礎
と
な
る
べ
き
課
税
標
準
又
は
税

率
を
決
定
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
関
税
法
及
び
そ
の
他
の
法
令
に
規
定
す
る
輸
入
に
つ
い
て
の

｛

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
件
を
具
備
す
る
か
ど
う
か
、
輸
入
禁
制
品
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
検
査
が
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
7

こ
の
税
関
検
査
は
、
関
税
額
の
適
正
な
確
定
を
図
り
、
国
の
関
税
収
入
を
確
保
す
る
意
味
で
重

要
で
あ
る
が
、
こ
の
現
品
検
査
を
す
べ
て
の
輸
入
貨
物
に
対
し
て
一
律
に
行
う
こ
と
は
、
必
ず
し

も
必
要
で
は
な
く
、
ま
た
、
通
関
の
迅
速
化
の
見
地
か
ら
も
適
当
で
は
な
い
の
で
、
輸
入
貨
物
の

実
情
に
即
し
て
書
類
審
査
等
の
み
に
よ
る
場
合
か
お
り
、
ま
た
、
検
査
を
行
う
場
合
で
も
、
見
本

検
査
、
一
部
指
定
検
査
等
の
簡
易
な
税
関
検
査
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

特
に
近
時
、
輸
入
貨
物
が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
四
年
に
お
い
て
は
、
一
般
貨
物
の
輸
入
許
可

東

京

法

務

局

－

・－
――ＩＩＩ
・｜
―
―－－
1
1
1
　
　
1

件
数
は
約
五
七
〇
万
件
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
者
は
約
一
　一
八
〇
万
人
、
外
国
人
の
入
国
者
は
約

三
九
三
万
人
、
郵
便
物
の
検
査
呈
示
個
数
は
約
一
億
二
百
万
個
と
い
う
大
量
な
業
務
を
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
実
情
に
お
い
て
、
税
関
は
、
適
正
か
つ
迅
速
な
通
関
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
検
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
、
税
関
検
査
が
行
わ

れ
ず
輸
入
許
可
を
受
け
国
内
に
引
き
取
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
仮
に
原
告
ら
主
張
の
右
書
籍
が
輸
入
さ
れ
た
物
品
で
あ
る
な
ら
ば
、
税
関
検
査
　
　
4
8

が
行
わ
れ
ず
国
内
に
引
き
取
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
税
関
に
申
告
す
る
こ
と
な
く
、
密
か
に
国

内
に
引
き
取
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
税
関
に
お
い
て
風
俗
を
害
す
べ
き

物
品
で
な
い
と
し
て
輸
入
許
可
す
る
こ
と
は
あ
リ
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
件
物
件
は
男
性
の
性

器
・
女
性
の
陰
毛
を
露
骨
に
表
現
し
て
い
る
以
上
、
右
の
よ
う
な
出
版
物
が
国
内
で
販
売
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
も
っ
て
わ
い
せ
つ
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
六
　
以
上
の
と
お
り
、
原
告
の
主
張
は
い
ず
れ
も
失
当
で
あ
っ
て
理
由
が
な
く
、
本
件
請
求
は
速
や
か
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